
袋井市 都市建設部 土木防災課

危機管理部 危機管理課

浸水ハザードマップ解説動画

浸⽔ハザードマップとは
� 近年、気候変動に伴い⾬の降り⽅が激しくなっており、浸⽔リスクが⾼

まっています。
� 浸⽔ハザードマップは、どこがどれくらい浸⽔するかを⽰す地図です。
� 袋井市では、2019（令和元）年に「洪⽔ハザードマップ」を公表しました

が、⽔防法の改正により、これまでの対象河川に加え、中⼩河川の洪⽔や
内⽔氾濫を想定した「浸⽔ハザードマップ」を策定しました。
《これまで》

洪水ハザードマップ

〈対象河川〉
・洪⽔予報河川

（太⽥川、原野⾕川）
・⽔位周知河川

（敷地川、逆川、宇刈川）

【⽔防法改正】

（追加）
・中小河川の洪水(14河川）
･太田川水系 小笠沢川・法多沢川・馬込沢川・小藪川

蟹田川・沖之川・中沢川・一宮川
・弁財天川水系 弁財天川・下紙川・大須賀新川・三沢川

近江ヶ谷川
・前川水系 前川

・内水氾濫（袋井市全域）

《これから》

浸水ハザードマップ

洪⽔ハザードマップ
＋

内⽔ハザードマップ
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1時間降⽔量80mm以上、3時間降⽔量150mm以上、日降⽔量300mm以上などの
強い⾬は、1980年頃と比較して、おおむね2倍程度に頻度が増加しています。
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緑（棒グラフ）：年間発生件数
青（折れ線） ：５年平均値
赤（直 線） ：長期変化傾向

（気象庁ホームページ）

浸⽔ハザードマップ
� 「浸⽔ハザードマップ」は、災害リスクや避難の基礎知識、警戒レベ

ルなどを事前に学ぶ「ガイドブック」と、氾濫による浸⽔想定区域や
避難場所などを⽰す「地図⾯」（洪⽔・内⽔）で構成します。
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袋井市の地形と災害特性（ガイドブック P１〜２）

� 太⽥川や原野⾕川に沿って発展した平坦な地形で台風や
    集中豪⾬で浸⽔被害が発⽣しやすい地域

●袋井市役所

●浅羽支所

遠州灘

▲小笠山

●浅羽支所

掛川市

磐田市

森町
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⽔害の進展イメージ（ガイドブック P3）

� 外⽔氾濫（洪⽔）と内⽔氾濫

外水氾濫（洪水）

外⽔氾濫[洪⽔]
河川の⽔位が上昇し、堤防を越えたり破堤して堤防から⽔が溢れて浸⽔

内⽔氾濫（湛⽔(たんすい)型）
河川の⽔位が⾼くなったために、河川周辺の⾬⽔が排⽔できずに浸⽔
堤防の⾼い河川周辺で発⽣

内⽔氾濫（氾濫(はんらん)型）
短時間強⾬などにより、⾬⽔の排⽔能⼒が追いつかず浸⽔
河川周辺地域とは異なる場所でも発⽣ 5

内水氾濫たんすい
（湛水型）

はんらん
（氾濫型）



災害に対する心得 と 避難時の留意点
（ガイドブック P４〜７）

◆災害に対する⼼得
1. ⽔害が起きることを前提で⾏

動する
2. ⽔害をイメージする
3. 命を優先し最善をつくす
4. ⾃分の⾝は⾃分で守る
5. 情報は⾃分で取りに⾏く
6. 想定にとらわれない

◆避難時の留意点
1. 安全な避難経路の確認
2. 正確な情報収集と早めの避難
3. 動きやすい服装と非常持出品

を持って避難
4. 氾濫⽔に対する知識
5. ⾞で避難する時の注意
6. 浸⽔が⽣じている場合や避難

が遅れた場合

最優先は、「命」 状況が悪化しそうなら迷わず避難
6

⾬の強さと降り⽅（ガイドブック P8）
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気象庁は、新たな防災気象情報を令
和８年５月28日の13時頃から順次発表
予定。このハザードマップは、変更す
る新しいものを記載しています。
レベル３
高齢者など避難に時間がかかる人は避難

レベル４
全員が避難

レベル５
命の危険が迫っている。命を守る行動を！

警戒レベル（ガイドブック P９）

気象情報・避難情報の⼊⼿⽅法
（ガイドブック P10〜13）

� 最新情報を⾃ら取得することが⼤切です。
� 災害時には、様々な要因で情報があなたの⼿元に届きにくくなること

があります。
� 情報をただ待つだけでなく、災害が発⽣しそうなときは、⾃ら情報を

収集して周りの状況に注意しましょう。

◆自動配信されるもの

PUSH（プッシュ）型

・静岡県総合防災アプリ

・メローねっと

◆自⾝で収集するもの
PULL（プル）型

・気象庁ホームページ
・袋井市ホームページ
・静岡県サイポスレーダー（河川⽔位など）
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ハザードマップの⾒⽅（ガイドブック P16〜17）

１⃣ 最⼤浸⽔深のランク区分について
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▼5.0m
一般的な家屋の2階が浸水する高さ。

▼3.0ｍ
一般的な家屋の2階床下高に相当する高さ。

これを超えると２階に避難していても、危険と
    なるおそれがある。

▼0.5m
一般的な家屋の1階床高に相当する高さ。
これを超えると床上浸水となる可能性がある。

浸⽔深のランク区分は以下の意味をもっています。

ハザードマップの⾒⽅（ガイドブック P16〜17）

２⃣ 家屋倒壊等のおそれのある区域について
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●堤防決壊に伴う激しい水流により木造
家屋が倒壊したり、川の激しい流れにより
堤防や地盤が削られると想定される区域

マップ上の表示

（紫色）

〈氾濫流〉 〈河岸浸食〉

堤防決壊等による氾濫流が家屋を押し流したり、河道内の洪⽔流により河岸が侵食され
ることによって、家屋が倒壊するおそれのある区域を⽰しています。
氾濫流による家屋倒壊の範囲は、シミュレーションによって得られた最⼤の⽔深や流速
に対して標準的な木造2階建て家屋の構造、重量などを対象として試算したものです。
河岸侵食による家屋倒壊の範囲は、過去に全国で発⽣した河岸侵食幅の実績を基に推算
したものです。



ハザードマップの⾒⽅（ガイドブック P16〜17）

３⃣ 浸⽔継続時間について
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浸⽔が⻑期にわたると想定される地域で⽴退き避難しない場合、以下のような
問題が⽣じる可能性があるため注意が必要です。

・浸水深が深い場合、家から外へ出られない。
・ 備蓄していても水や食料等がなくなる。
・ 衛生環境が悪化する。
・ 病人が出た場合に対応が難しい。
・ 定期的な診療を受けている人は、診療を受けられない。
・ 電気が止まることにより、情報を得ることができなくなる。
・ 電気、ガス、水道が止まることにより生活環境が悪化する。

ハザードマップの⾒⽅（ガイドブック P16〜17）

４⃣ ⼟砂災害警戒区域等について
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⼟砂災害を特に警戒すべき区域は、県が⼟砂災害戒区域・特別警戒区域として指
定しています。
⼟砂災害の警戒区域・特別警戒区域は、「⼟⽯流」「がけ崩れ」「地すべり」が
ありますが、マップには上記の種別はなく、区域のみを⽰しています。なお、袋
井市内には、「地すべり」による指定区域はありません。



洪⽔ハザードマップの作成⽅法（ガイドブック P18〜19）
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● 対象降⾬
 国が流域⾯積に応じて定めた想定最⼤降⾬（24時間降⾬）

太⽥川⽔系：629.5㎜ 弁財天川⽔系：800.0㎜ 前川⽔系：836.0㎜
※想定最⼤降⾬＝１年間にその規模を超える降⾬が発⽣する確率が1000年に１度程度

● 洪⽔浸⽔想定区域図
 地形情報などをコンピューターの中に再現し、対象降⾬による破堤地点を河川
 ごとに複数想定し、最⼤浸⽔深さを重ね合わせて作成します。

● 洪⽔ハザードマップ
 浸⽔想定区域図に指定緊急避難場所などの避難情報を掲載したものです。

洪⽔ 浸⽔継続時間図（ガイドブック P20〜25）

� 想定最⼤降⾬による氾濫⽔が到達した後、屋外への避難が困難となる
浸⽔深50㎝以上が継続する時間を⽰したものです。

� 浸⽔継続時間が⻑い区域では、⽴退き避難を⾏わなかった場合、⻑時
間の浸⽔により⽣活に⽀障が出るおそれがあります。浸⽔継続時間が
⻑いおそれのある区域にお住まいの⽅は、事前に避難するようにしま
しょう。
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内⽔ハザードマップの作成⽅法（ガイドブック P26〜27）

● 対象降⾬
国が定めた地域ごとに設定された１時間あたりの想定最⼤降⾬

袋井市全域：147.0㎜
※想定最⼤降⾬＝１年間にその規模を超える降⾬が発⽣する確率が1000年に１度程度

●内⽔浸⽔想定区域図
地形情報などをコンピューターの中に再現し、対象降⾬を降らせた場合、
どのように浸⽔するのかを総合的に解析したものです。

●内⽔ハザードマップ
浸⽔想定区域図に指定緊急避難場所などの避難情報を掲載したものです。
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内⽔ 浸⽔継続時間図（ガイドブック P28〜33）

� 想定最⼤降⾬による氾濫⽔が到達した後、屋外への避難が困難となる
浸⽔深50㎝以上が継続する時間を⽰したものです。

� 浸⽔継続時間が⻑い区域では、⽴退き避難を⾏わなかった場合、⻑時
間の浸⽔により⽣活に⽀障が出るおそれがあります。浸⽔継続時間が
⻑いおそれのある区域にお住まいの⽅は、事前に避難するようにしま
しょう。
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浸⽔ハザードマップの注意点
� ハザードマップは、現時点の観測データや地形データなどをモデル化

し、想定した降⾬条件での浸⽔深を予測したものです。

� 「絶対的な安全基準」ではなく「目安」です。

� ⾊がついている区域は浸⽔や⼟砂災害の想定区域ですが、着⾊されて
いない区域でも災害が起こる可能性があります。

� 想定外の事態に備え、常に周辺の最新情報を確認し、⾃分や家族の命
を守る⾏動を⼼がけましょう。
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⾃宅の災害リスク（ガイドブック ＆ 地図）

� 「⾃宅の災害リスク」と「とるべき⾏動」の確認

①ハザードマップで⾃分の家はどこにあるか確認しましょう

②家がある場所に⾊が塗られていますか？

③とるべき⾏動を確認しましょう
・避難のタイミングを考えましょう
・避難する場所（親戚宅、知⼈宅、避難所など）を考えましょう
・避難⽅法、避難ルートを考えましょう
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• 「⾃宅に残る」という⼿段は、緊急時には有効になりますが、浸⽔が⻑時間継続する地域
では、食料不⾜や⽣活が困難な状態になる場合があります。

• 「指定避難所へ移動」という⼿段は、全員が避難所に⼊れるとは限りません。
また、プライバシーの確保も制限されます。

• 「⾼台へ移動」という⼿段は、さらに救助が必要となる場合もあります。

• 「浸⽔しない地域へ移動(親戚・知⼈・宿泊施設など)」という⼿段は、浸⽔が⻑時間継続
する地域では有効となります。

とるべき⾏動の注意点
避難の⽅法はいくつかあります。各家庭にとって⼀番良い⽅法を選択しましょう。

わが家の「マイ・タイムライン」に記⼊しましょう。
（ガイドブックP36,37） （※記⼊例 P22）
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最後に・・・ 「防災の３K」
�K 気付く

気候変動により、⽔害が頻発化・激甚化しており、
どこでも⽔害が起こり得ることに気づく

�K 考える
浸⽔ハザードマップをみて避難⾏動を考える
非常持出品や備蓄品を考える

� K ⾏動する
非常持出品や備蓄品を揃える
地域防災訓練に参加する

逃げ遅れゼロ、そして命を守る 
⇒ ⾃ら考えて⾏動することが⼤事



記入例(３人家族(夫婦(早目 準・ひな)・小学生(優))
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